
BCPOS顧客マスタフォーマット表 

エクセルでの列 No. 項 目 名 桁数 備     考 

A 1 ※顧客コード 10 
省略不可（※先頭 4 桁店舗番号） 

0000000000～9999999999 

B 2 カナ読み 10 半角テキスト 

C 3 電話番号 1 11 半角数値 (‘-‘ ハイフン不要) 

D 4 電話番号 2 11 半角数値 (‘-‘ ハイフン不要) 

E 5 名前 40 テキスト (全角 20) 

F 6 住所 80 テキスト (全角 40) 

G 7 郵便番号 7 半角数値 (‘-‘ ハイフン不要) 

H 8 誕生日 10 YYYY/MM/DD (“/”省略不可) 

I 9 登録日 10 YYYY/MM/DD (“/”省略不可) 

J 10 会員期限日 10 YYYY/MM/DD (“/”省略不可) 

K 11 性別 1 半角数値 無：0 男：1 女：2 

L 12 地区 4 半角数値 初期値：0 

M 13 ブラック 1 半角数値 0~9 初期値：0 

N 14 会員ランク 1 半角数値 0~5 初期値：0 

O 15 ※DM 区分 1 省略不可 DM 発行しない：0 発行する：1 

以下、拡張フォーマット 

P 16 メールアドレス 1 60 半角英数記号 電子メール 

Q 17 メールアドレス 2 60 半角英数記号 携帯メール 

R 18 メール送信 1 
半角数値 初期値：0 

無：0 電子：1 携帯：2 両方：3 

S 19 備考 20 テキスト（全角 10） 

T 20 ※適用売価 no 1 省略不可 初期値：0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



補 足 資 料 

No. 項 目 名 補            足 

1 ※顧客コード 10 桁内訳・・・店舗番号 4 桁+連番 6 桁（設定により 10 桁利用可能） 

2 カナ読み 顧客検索に使用します。フリガナを半角カタカナで入力します。 

3 電話番号 1 顧客検索に使用します。ハイフン’-’なしで入力します。（固定電話等） 

4 電話番号 2 顧客検索に使用します。電話番号 1 の他に利用します。（携帯電話等） 

5 名前 顧客名を登録します。 

6 住所 顧客検索に使用します。 

7 郵便番号 ハイフン’-’は不要です。 

8 誕生日 顧客検索に使用します。 

9 登録日 
画面からの登録の際は登録日が自動で入ります。それ以外の日付で登録す

る際には直接入力してください。 

10 会員期限日 顧客ごとに会員の有効期限を設定する欄です。 

11 性別 半角数値で入力します。 

12 地区 地区マスタで登録された内容と紐づきます。（半角数値） 

13 ブラック ブラックリストの設定欄です。（レンタル OP をご利用時に使用します。） 

14 会員ランク 
顧客ランク追加ポイントと連携します。顧客ごとにポイント付加を有効に

する場合や会員ごとに価格を変更する場合に使用します。 

15 ※DM 区分 
顧客管理 OP の DM ラベル宛名発行をご利用の際に使用します。 

ご利用ない場合は、最終項目のため 0 で登録します。 

以下、拡張フォーマット 

16 メールアドレス 1 電子メールアドレスを入力します。（PC 等） 

17 メールアドレス 2 メールアドレス 1 以外に必要であれば入力します。（携帯電話など） 

18 メール送信 
電子メールや携帯電話メール、両方へメールをするか否かを選択します。 

（メール送信にはメール送信機能のある別ソフトが必要となります。） 

19 備考 必要であれば入力してください。 

20 ※適用売価 no 使用目的はありませんが最終項目のため必ず 0 を入力します。 

・ 表計算ソフトで取り込み(または、切出し)の際には、上記のフォーマットで作成します。 

・ 表計算ソフト等で作成や加工を行ったデータを TXT(CSV カンマ区切り)で保存すればインポート(取り込

み)が可能です。 

 

【留意点】 

⚫ “※”が表記されている項目の 3 つのフィールドは CSV 形式で作成の際には省略不可です。必ず値を

入力してください。 

⚫ CSV 形式でデータ管理しているため｢”｣ダブルコーテーションや、｢,｣カンマを使用しないでください。 

インポートエラーになる恐れがあります。 

⚫ CSV 形式では顧客メモ、客状態、FeliCa(フェリカ)ID、親コードを入力できません。 

⚫ 顧客マスタから一件ずつ登録する際、誕生日、登録日、会員期限日の登録形式が異なります。西暦もし 

くは和暦で入力します。西暦の場合、スラッシュやハイフンは不要です。和暦の場合、日付の頭に R：令

和 H：平成 S：昭和 T：大正 M：明治を入力します。(例：和暦、S610131→昭和 61 年 1 月 31 日、西

暦、19860131→昭和 61 年 1 月 31 日) 

⚫ CSV 形式のまま編集を行うと表計算ソフトの特性により指数（例：1.23457E+17）に自動変換され、ま

た電話番号などの先頭 0 が消えます。編集するには文字列での編集を推奨します。※別途マニュアル有り 


